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令和6年 6月号

家庭数　125世帯
児童数　167名

学校教員数　34名

こんにちは！ PTA本部です。
運動会も終わり、だんだんと暑くなりはじめるこの時期、PTA本部の活動も少しずつスタート
しています。PTA総会では、みなさんにご協力いただき、ありがとうございました。
さて、令和 6年度最初の『宮作台』では PTAの活動について紹介したく、我らが PTA会長に
インタビューを行いました。そして、校長先生にも布佐小学校の PTAについて取材しました。
ぜひご覧ください。

内藤会長、小林校長先生ありがとうございました！
みなさん、いかがでしたか？２人の PTA 活動に対する思いを聞けて、
より PTA が身近に感じられた気がします！

布佐小学校 PTAでは、PTA本部が広報活動を兼任しており、
布佐小学校の行事や先生方・役員の素顔など、好きなことを記事にして、楽しく活動しています。
今年からは役員の枠に捉われずに活動したいと思いますので、もし興味のある PTA 会員の方は、
教職員か PTA本部までお声かけください。ぜひ一緒に活動しましょう！
また、こんな記事が読みたいというリクエストもぜひお寄せください。

Q1. 本年度から PTA会長になられた内藤眞貴さんです！この度はインタビューを引き受けて
      くださりありがとうございます。 初めに PTA本部に入られた経緯を教えてください。

A1. 経緯は、毎年 1月頃に学校から配布されるお手紙で立候補させて頂きました。
      PTA 本部に立候補したのですが、会長職は希望していませんでした。前会長の志賀さんの
      会長としてのイメージが強かったことと、人の前に出ることに慣れ
      ていなかったからです。
      2 月に役職決めと引き継ぎがあり、その中で会長職に決まりました。
      初 PTA だったので会長に決まった時は不安しかなかったですが、
      本部役員のメンバーや学校側と接していくうちに不安からやる気に
      徐々に気持ちが変化していきました。

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

Q2. 確かに本年度の PTA 本部は立候補者が多かったと聞きました。PTA の良いイメージが
      浸透してきていますね！実際に PTA 本部としての活動が始まって、どのような活動を
      されているのか、活動を通じて良かったことなどもあれば、併せて教えてください。

A2. 活動内容は、学校行事のサポート、卒入学式に来賓として出席すること、PTA行事 ( 総会、
      バザー )の企画開催など。学校外での活動は、PTA連絡協議会、布佐社会福祉協議会に出席し、
      そちらでも少し活動があるので参加しています。これらの活動は、PTA( 特に会長職 ) に
      ならないと活動してることさえ分からなかったことなので、とても貴重な経験をさせて
      頂いています。
      活動を通じて良かったことは、まず PTAを知れること、そして学校側を知れることです。
      学校側との PTA総会予算案の打合せでは、基本的なことすら無知な私に、校長先生と教頭
      先生にはとても親切に教えて頂きました。こと細かいことでも学校側のサポートがとても
      手厚く、逆に申し訳ないぐらい気持ちよく活動させて頂いています。

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

Q3. それは良かったです！
      布佐小学校のPTAではこの広報誌のWEB化であったり、LINEスタンプの販売であったり、
      他校にはない独自の取り組みがなされていますね。内藤さんが考える、布佐小学校 PTAの
      特徴について教えてください。

A3. 布佐小 PTA独自の魅力…は、やっぱりかめ吉の存在はアピールしたいです。布佐小創立
      150 周年を記念して生徒から作られたかめ吉を LINE スタンプにしてしまうアイデアは
      スゴいと思いました。ゆくゆくは、かめ吉グッズなんかも PTAで作れたらなんて副会長と
      話したりしています。
      この広報誌宮作台の WEB 化 ( 布佐小 HP 掲載 ) については、
      5 月に PTA 連絡協議会 (我孫子市の小中学校の校長先生、PTA
      会長が集まる協議会 )に出席したのですが、そこで広報誌コンク
      ールがあることを知りました。そして現在もほとんどの広報誌が
      WEBではなく、紙ベースで発行されている印象でした。なので、
      宮作台のWEB化は布佐小 PTAの強みだと思います。
      前任の志賀さんが生み出してくれた良いエネルギーを受け継いで、
      これからもより発展させていければと思っています。

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

Q4. 内藤さんのつくる PTAが楽しみです！かめ吉グッズも楽しみにしていますね。
      プライベートな話題になりますが、内藤さん自身のお姉さんも、現在布佐中学校でPTA会長
      をされているという噂を耳にしました。姉妹で PTA会長とはすごいですね。裏話などあれば、
      是非聞かせてください。

A4. この質問がくるとは思いませんでした！
      実は周りの保護者からもスゴいと言われます。笑 校長先生からも言われました。笑 
      普通に考えるとなかなかないことですよね。裏話を話すと、姉と会長職を努めさせて頂いている
      のは偶然ではないです。色々共有もできるので、心強くもあります。

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

Q5. 姉妹での布佐地域における活躍、期待しています！
      最後に、会長としての意気込みを PTA会員のみなさんに向けてお願いします！

A5. 今年度 PTA会長を努めてさせて頂く内藤眞貴です。
      結婚する前は、約１０年秘書の仕事をしていたので上の立場の方の
      管理やサポート業務は得意ですが、まさか自分が人の前に立つこと
      になるとは思いもしませんでした。就任当初は正直不安と戸惑い
      しかありませんでしたが、学校側の手厚いサポートや、本部役員
      のメンバーにも恵まれ、今は楽しく PTA 活動に取り組ませて
      頂いています。
      これからも PTA として、本部役員メンバーと楽しく活動して
      いきたいと思っているので、これから控えている PTAバザーに
      関しても、今までの形や前例に囚われず、新しいことに挑戦できる
      バザーにしたいと思っています。子どもたちにも、保護者の皆様に
      も楽しんで頂ける内容を企画していきたいです。
      PTA に関しては、楽しく活動することをアピールできればと思っています。PTA と聞くと、
      大変とか面倒という様な印象があり、立候補しづらいのもあると思います。だからこそあまり
      固く考えず気負わず、時にはしっかり、時にはリラックスして活動するというスタンスでいい
      と思っています。共働き家庭も多いと思うので、仕事で来られない時でも、役職に囚われず
      皆で協力してサポートするという環境作りも PTA会長の役割ではないかと感じています。
      そして、子どもたちのためにできることはやり、学校、地域とも連携し、子どもたちの成長と
      安全を見守るとともに、楽しく学校生活を送れるように活動していきたいと思います。

Q6. 続いて、小林校長先生にお越しいただきました。
      いつも学校の先頭に立たれる校長先生ですが、今回は布佐小学校のPTAについて話を聞いて
      みたいと思います。色々な小学校や中学校に赴任されたと伺っていますが、布佐小学校の
      PTA について、どのように感じられているか教えてください。

A6. 本校の PTA 役員の皆様や保護者の皆様は、先日の運動会準備や片付けの時のように、
      多くの行事やPTA活動にご参加いただき、とても本校の教育活動に協力的と感じています。
      今後、ご検討いただきたいのは、本部役員の任期についてです。単年度で役割が終わって
      しまうので、とても大変だと思いますが、できれば２年度、役員をやっていただけると、
      より PTA活動が充実するのではないかと思います。

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

Q7. 確かに、他の学校では 2年間の任期としているところもあるようです。持続可能という
      意味でも、今後検討していきたいと思います！
      では、校長先生の思う布佐っ子の強みを聞かせてください。

A7. 運動会で皆様もおわかりいただけたと思いますが、布佐っ子は、
      集中してやればできる力、底力を持っています。その力を他の活動
      に生かせるよう指導をすすめるのが、私たちの使命だと思っています。

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

Q8. 運動会では、逞しい布佐っ子パワーを感じることができました。
      ちなみに校長先生は小学生時代どんなお子さんでしたか？

A8. 見ての通り運動や勉強にそんなに秀でてできたわけではありませんが、担任の先生に
      恵まれ何でもあきらめることなく取り組んでいたと思います。

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

Q9. それが今の先生としての指導に活きているのですね。
      次は PTA 会員から最もリクエストの多かった質問です。先生のスピーチの締め言葉
      ( 子どもたちは「決め台詞」と呼んでいます！ )「がんばろう、布佐っ子」に込められた
      想いを伺えたらと思います。

A9. 「人には得て不得手がありますが、何事にも逃げることなく
      一生懸命頑張って欲しい！」との願いがあります。

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

Q10. これからも先生からのエールが聞けることを楽しみにしています。
      最後に校長先生からも PTA 会員のみなさんにメッセージをお願いします！

A10. お子様が、算数のテストで１００点を取って、よろこんで帰ってきました。
      その声を聞いたとき、皆さんは、どのように声をかけるでしょうか。
      「わあ、すごい。よくやったね。」多くの方は、おそらくこのように
      「ほめる」のではないかと思われます。しかし、もしかしたら、
      そのあとに「じゃあ、次は、国語でも１００点をとろうね。」のような
      言葉も続けてしまうことはないでしょうか。このとき、お子様は、
      最初に感じた「ほめられた」という気持ちが一気に半減し、がんばれと
      「励まされた」という気持ちに変容してしまうそうです。
      「ほめる内容とタイミング」が重要です。お子様が何らかの努力をした
      とき、あるいはお子様に何らかの進歩や成長が見られたとき、
      そして、人間としてすばらしい行為をしたとき、こんなときは、つい言って
      しまいがちな「励まし」の一言は付けずに、 思いっきり「ほめる」
      ことができる保護者様でいてください。


